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有有限限会会社社かかみみんんぐぐささじじ  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  有限会社 かみんぐさじ 

（２）目       的  和紙及び和紙加工品の生産販売 

（３）設立許可年月日   平成７年１０月２０日 

（４）設立登記年月日   平成７年１１月  １日 

（５）資  本  金    ３，０００，０００円（うち鳥取市１，５５０，０００円） 

（６）役       員  代表取締役 岡村 寿則  他４名 監査役 ２名 

（７）事  務  所    鳥取市佐治町福園１４６番地の４

２２．．令令和和６６年年度度事事業業概概要要  

主要製品である画仙紙の需要低迷や伝統工芸品共通の課題でもある後継者不足など厳

しい業況が続いているものの、鳥取市を初め株主の皆様及び社員一同の尽力により、今

期は黒字収支の結果となった。 

部門別に見ると、今期は前期と比べて、展示室部門が売上増となった。鳥取県と協力

して進めた鳥取砂丘の外来草を使った和紙製品を３種商品化することができた。今後も

安定した生産ができるよう努めていく。紙生産部門は受注が不安定な状況が続いている

ものの、新製品開発依頼の受け入れ等も行い、前期と同程度の売上高となった。実習部

門は地域団体との連携や出張ワークショップ等も行っているが前期と比べ売上減の結果

となった。来期も効率的な運営と新製品開発に力を注ぎ、これを着実に売上に繋げてい

きたい。 

また、引き続き後継者育成支援事業を活用して研修生１名を受け入れている。今期で

研修終了の予定であったが、本人の意向もあり県の助成を受けて来期まで延長すること

となった。研修後に生業として独立できるよう、引き続き研修生に対して指導をしてい

きたい。 

来期も、より一層、新商品開発・販路開拓に努めていくとともに、経営の安定に務め

ていきたい。 
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３３．．令令和和６６年年度度決決算算書書  

（１）貸借対照表（令和７年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  1100,,776633,,116633 【【流流動動負負債債】】  22,,339966,,113388

現金 443,000 買掛金 177,219

預金 3,445,581 短期借入金 450,000

電子債権 1,041,686 未払金 860,406

売掛金 1,424,501 預り金 80,113

貯蔵品 4,157,835 未払消費税等 629,600

前払費用 168,960 未払法人税等 198,800

未収入金 85,000

立替金 10,600

貸倒引当金 △ 14,000

【【固固定定資資産産】】  660055,,001144 【【固固定定負負債債】】  33,,999999,,225533

（（有有形形固固定定資資産産））  4400,,001144 長期借入金 3,999,253

機械装置 40,008

負負  債債  合合  計計  66,,339955,,339911

工具器具備品 6

純純  資資  産産  のの  部部  

（（投投資資等等））  556655,,000000 科科  目目  金金  額額  

出資金 565,000 【【株株主主資資本本】】  44,,997722,,778866

資資本本金金  33,,000000,,000000

（（利利益益剰剰余余金金）） 11,,997722,,778866

  その他利益剰余金 1,972,786

  繰越利益剰余金 1,972,786

純純  資資  産産  合合  計計 44,,997722,,778866

資資  産産  合合  計計  1111,,336688,,117777 負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  1111,,336688,,117777

（２）損益計算書（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

（単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 

【売上高】 

売上高 9,041,799

【売上原価】 

期首棚卸高 3,923,932

仕入高 1,287,396

（合計） 5,211,328

期末棚卸高 △4,157,835 1,053,493

売売上上総総利利益益  77,,998888,,330066

【販売費及び一般管理費】 1155,,445566,,888833

営営業業利利益益  △△77,,446688,,557777

（営業外損益の部） 

【営業外収益】 

 受取利息 189

受託手数料 8,199,720

雑収入 1,234,405 9,434,314

【営業外費用】 

支払利息 1,474

経経常常利利益益  11,,996644,,226633

税税引引前前当当期期純純利利益益  11,,996644,,226633

法人税等  198,827

当当期期純純利利益益  11,,776655,,443366
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３３．．令令和和６６年年度度決決算算書書  

（１）貸借対照表（令和７年３月３１日現在） 

（単位：円） 

資資  産産  のの  部部  負負  債債  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

【【流流動動資資産産】】  1100,,776633,,116633 【【流流動動負負債債】】  22,,339966,,113388

現金 443,000 買掛金 177,219

預金 3,445,581 短期借入金 450,000

電子債権 1,041,686 未払金 860,406

売掛金 1,424,501 預り金 80,113

貯蔵品 4,157,835 未払消費税等 629,600

前払費用 168,960 未払法人税等 198,800

未収入金 85,000

立替金 10,600

貸倒引当金 △ 14,000

【【固固定定資資産産】】  660055,,001144 【【固固定定負負債債】】  33,,999999,,225533

（（有有形形固固定定資資産産））  4400,,001144 長期借入金 3,999,253

機械装置 40,008

負負  債債  合合  計計  66,,339955,,339911

工具器具備品 6

純純  資資  産産  のの  部部  

（（投投資資等等））  556655,,000000 科科  目目  金金  額額  

出資金 565,000 【【株株主主資資本本】】  44,,997722,,778866

資資本本金金  33,,000000,,000000

（（利利益益剰剰余余金金）） 11,,997722,,778866

  その他利益剰余金 1,972,786

  繰越利益剰余金 1,972,786

純純  資資  産産  合合  計計 44,,997722,,778866

資資  産産  合合  計計  1111,,336688,,117777 負負  債債  ・・  資資  本本  合合  計計  1111,,336688,,117777

（２）損益計算書（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

（単位：円） 

科科  目目  金金  額額  

（営業損益の部） 

【売上高】 

売上高 9,041,799

【売上原価】 

期首棚卸高 3,923,932

仕入高 1,287,396

（合計） 5,211,328

期末棚卸高 △4,157,835 1,053,493

売売上上総総利利益益  77,,998888,,330066

【販売費及び一般管理費】 1155,,445566,,888833

営営業業利利益益  △△77,,446688,,557777

（営業外損益の部） 

【営業外収益】 

 受取利息 189

受託手数料 8,199,720

雑収入 1,234,405 9,434,314

【営業外費用】 

支払利息 1,474

経経常常利利益益  11,,996644,,226633

税税引引前前当当期期純純利利益益  11,,996644,,226633

法人税等  198,827

当当期期純純利利益益  11,,776655,,443366
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（３）販売費及び一般管理費（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

      （単位：円）

科科  目目  金金  額額  

役員報酬 500,000

給与手当 7,186,193

賞与 302,000

法定福利費 702,283

福利厚生費 160,245

旅費交通費 11,336

通信費 202,401

交際費 11,414

減価償却費 69,721

保険料 6,500

修繕費 181,987

水道光熱費 1,568,931

消耗品費 592,947

租税公課 733,067

荷造運賃費 108,320

支払手数料 18,148

会議費 23,783

貸倒引当金繰入額 4,000

管理費 501,265

リース料 75,240

販売手数料 91,284

 雑費  2,405,818

合合  計計  1155,,445566,,888833

（４）株主資本等変動計算書（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 207,350 207,350 3,207,350 3,207,350

当期変動額 

 当期純利益 1,765,436 1,765,436 1,765,436 1,765,436

当期変動額合計 ― 1,765,436 1,765,436 1,765,436 1,765,436

当期末合計 3,000,000 1,972,786 1,972,786 4,972,786 4,972,786

４４．．令令和和７７年年度度事事業業計計画画

依然として安定しているとは言えない経営状況にあるため、それをふまえて効率的な運

営をしていく。 

各部門ともより一層、職員の意識向上を図り、生産性の向上、新商品開発、販路開拓に

努めていくとともに、国、県、市の補助事業を最大限活用しながら、経営の健全化を目指

す。 

①抄紙部門 

【売上目標】500万円 

  非常に厳しい受注状況であるものの、各種展覧会も開催されているため、徐々に売上

も伸びてくると思われる。また、新製品開発等を受け入れることで、新たな需要を模索

していく。 

②展示室部門 

 【売上目標】350万円 

鳥取砂丘の外来草を使用した和紙製品の開発・生産や、販路開拓を引き続き行い、徐々

に受注も増えてきつつあるので、売り上げも伸びる予測をしている。また、今期は売り

場リニューアルも行う予定である。 

③実習部門 

 【売上目標】100万円 

  五しの里地域協議会との連携による小学校の団体受け入れや、お客様サービスや体験

内容を充実させることで、売上増加を見込む。 
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（３）販売費及び一般管理費（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

      （単位：円）

科科  目目  金金  額額  

役員報酬 500,000

給与手当 7,186,193

賞与 302,000

法定福利費 702,283

福利厚生費 160,245

旅費交通費 11,336

通信費 202,401

交際費 11,414

減価償却費 69,721

保険料 6,500

修繕費 181,987

水道光熱費 1,568,931

消耗品費 592,947

租税公課 733,067

荷造運賃費 108,320

支払手数料 18,148

会議費 23,783

貸倒引当金繰入額 4,000

管理費 501,265

リース料 75,240

販売手数料 91,284

 雑費  2,405,818

合合  計計  1155,,445566,,888833

（４）株主資本等変動計算書（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

 株主資本 純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本 

合計 その他利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 3,000,000 207,350 207,350 3,207,350 3,207,350

当期変動額 

 当期純利益 1,765,436 1,765,436 1,765,436 1,765,436

当期変動額合計 ― 1,765,436 1,765,436 1,765,436 1,765,436

当期末合計 3,000,000 1,972,786 1,972,786 4,972,786 4,972,786

４４．．令令和和７７年年度度事事業業計計画画

依然として安定しているとは言えない経営状況にあるため、それをふまえて効率的な運

営をしていく。 

各部門ともより一層、職員の意識向上を図り、生産性の向上、新商品開発、販路開拓に

努めていくとともに、国、県、市の補助事業を最大限活用しながら、経営の健全化を目指

す。 

①抄紙部門 

【売上目標】500万円 

  非常に厳しい受注状況であるものの、各種展覧会も開催されているため、徐々に売上

も伸びてくると思われる。また、新製品開発等を受け入れることで、新たな需要を模索

していく。 

②展示室部門 

 【売上目標】350万円 

鳥取砂丘の外来草を使用した和紙製品の開発・生産や、販路開拓を引き続き行い、徐々

に受注も増えてきつつあるので、売り上げも伸びる予測をしている。また、今期は売り

場リニューアルも行う予定である。 

③実習部門 

 【売上目標】100万円 

  五しの里地域協議会との連携による小学校の団体受け入れや、お客様サービスや体験

内容を充実させることで、売上増加を見込む。 
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５５．．令令和和７７年年度度予予算算  

 (単位：千円)

６６．．令令和和７７年年度度入入館館者者見見込込みみ

３，２００人 

収収  入入  のの  部部  支支  出出  のの  部部  

科科  目目  金金  額額  科科  目目  金金  額額  

事業収入 9,500 事業支出 2,300

  抄紙 5,000  抄紙 800

  展示室 3,500  展示室 1,500

  体験実習 1,000 管理費 16,641

受託料 7,941

 雑収入 1,500

合 計 18,941 合 計 18,941

一一般般財財団団法法人人鳥鳥取取市市農農業業公公社社  経経営営状状況況報報告告書書  

１１．．法法人人のの概概要要  

（１）名     称  一般財団法人鳥取市農業公社 

（２）目     的  農家の高齢化や後継者不足等に対応するため、農作業の受委託、農地

の保全管理、担い手の育成、特産加工品の開発普及、都市との交流、農

村文化の伝承事業等を行うことにより、地域農業の振興と農村地域の

発展に寄与することを目的とする。 

（３）移行認可年月日  平成２５年３月２８日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立許可年月日 

 平成８年３月２９日） 

（４）移行登記年月日  平成２５年４月１日 

            （財団法人鳥取市ふるさと農業公社設立登記年月日 

 平成８年４月５日） 

（５）基 本 財 産  金３０,０００,０００円（うち鳥取市出捐金２０,０００,０００円） 

（６）役     員  評 議 員：７名  理 事：７名  監 事：２名 

理 事 長 平 木 一 義 

            常務理事 山 本 茂 樹 

（７）事  務  所  鳥取市湖山町東五丁目２２８番地 

２２．．令令和和６６年年度度事事業業実実施施状状況況  

令和６年度は、農家の高齢化や後継者不足に対応するため、農作業の受委託、農地の保全管理、

地域の特産品となる農産物の生産販売を行うことにより、地域農業の振興と農村地域の発展に努

めました。 

農地中間管理事業について、鳥取県農業農村担い手育成機構からの委託業務を行いました。 

鳥取市新規就農舎技術習得支援施設「とっとりふるさと就農舎」の委託管理を行い、新規就農

者の育成及び農業体験ほ場の栽培管理を行いました。 

小学生以上を対象に農業体験を通して農業への興味、関心を深めるための活動として、農業教

室「ふるさとアグリスクール」を開講しました。 

農業体験として、５月梨小袋かけ体験３人、６月梨大袋かけ体験１６人、７月ペルルメロン収

穫体験３３人、８月梨収穫体験４２人、９月ぶどう収穫体験３９人、１０月稲刈り体験２４人、

１１月生姜収穫体験１０人、１２月白ねぎ収穫体験２５人を行い、延べ１９２人の体験者があり

ました。 

スマート農業に努め、ドローンによる水稲防除を行いました。 

また、公共施設等の除草、鳥取市道他の除雪事業を行いました。 




